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複数の疾患を抱えて在宅療養されている高齢者にとって，多種多様な薬剤の服用と管理はむずかしく，
正確に服用されていないケースも耳にします。認知症や独居の療養者が増加している現状においては，
服薬管理の重要性がさらに増しています。在宅での取り組みと今後の課題を明らかにします。
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●巻頭連載「マグネットステーションインタビュー」に登場していただいているのは前号特集にご執筆の下地
節子氏です。端端に現れる訪問看護の質の向上にかける意識の高さに，スタッフや利用者の方々のみならず，
お話をうかがっている私もひきつけられてしまいました。なお，今号まで黒田善子氏の「モラ」に弊誌の表紙
を飾っていただき，好評を博しておりましたが，次号より表紙デザインを変更いたします。新連載も予定して
おりますのでどうぞご期待ください。…………………………………………………………………………………富岡
●昨年10月，「介護なんでも文化祭」の会場で，工夫を凝らした作品を展示した若年認知症社会参加支援センター
「ジョイント」のコーナーに出会いました。若年認知症の人がただ支えられるだけでなく，できることを表現し
ていける環境の中でアピールしている！その味わいのある作品は，2月号から連載「自宅で死んでみませんか」
の挿絵に使わせてもらっています。認知症の人が増えている現状は，希薄になる一方の人と人とのつながりへ
の警告のように思え，自分自身はどうなのか？と，自問しながらの特集でした。………………………………伊藤
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　―薬局・薬剤師との連携と高度管理医療機器の取り扱い　松木満里子

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

00
9

2026/10/11 05:56:08


